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「
名
刺
説
法
」
と
そ
の
実
際

有　

本　

智　

心

◎
清
澄
で
東
條
景
信
に
話
さ
れ
景
信
が
激
怒
し
た
と
思
わ
れ
る
日
蓮
大
聖
人
の
「
念
佛
批
判
」（
説
教
原
稿
の
一
例
）

判　

念
仏
無
間
地
獄
抄　

建
長
七
年

経　

譬
喩
品　

若
し
人
こ
の
経
を
信
毀
せ
ず
し
て
誹
謗
せ
ば
、
即
ち
一
切
世
間
の
佛
種
を
断
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　

そ
の
人
命
終
し
て
阿
鼻
獄
に
入
ら
ん
。
一
劫
を
具
足
し
て
劫
尽
き
な
ば
更
生
ま
れ
ん
。

　
　
　
　
　
　

是
の
如
く
転
々
し
て
無
数
劫
に
至
ら
ん
。

経　

譬
喩
品　

今
此
三
界
皆
是
我
有　

と
説
き
た
ま
う
は
主
君
の
義
な
り

　
　
　
　
　
　

其
中
衆
生
悉
是
吾
子　

と
説
き
た
ま
う
は
父
の
義
な
り

　
　
　
　
　
　

而
今
此
處
多
諸
患
難　

唯
我
一
人
能
為
救
護　

と
説
き
た
ま
う
は
師
匠
の
義
な
り

判　

弥
陀
、
薬
師
、
大
日
等
を
た
の
み
奉
る
人
は
、
二
十
逆
罪
の
咎
に
よ
っ
て
悪
道
に
堕
す
べ
き
な
り

判　

浄
土
の
三
部
経
と
は
釈
尊
一
代
五
時
の
説
教
の
内
、
第
三
方
等
部
の
内
よ
り
い
で
た
り
、
こ
の

　
　

四
巻
三
部
の
経
は
全
く
釈
尊
の
本
意
に
非
ず
、
三
世
諸
仏
出
世
の
本
懐
に
も
非
ず
、
唯
暫
く

　
　

衆
生
誘
引
の
方
便
也
。
●　

例
え
ば
塔
を
く
む
に
足
代
を
結
う
が
如
し
。
念
仏
は
足
代
な
り
。
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法
華
は
寶
塔
な
り
。
●　

法
華
の
塔
を
説
き
給
い
て
後
は
念
仏
の
足
代
を
ば
切
り
捨
つ
べ
き
な
り
。

判　

阿
弥
陀
経
の
長
老
舎
利
弗
尊
者
は
千
二
百
の
羅
漢
の
中
に
●
閻
浮
提
第
一
の
大
智
者
な
り
●

　
　

阿
難
尊
者
多
聞
第
一
の
極
聖
、
釈
尊
一
代
の
説
法
を
空
に
誦
せ
し
広
学
の
智
人
な
り
。

　
　

か
か
る
極
意
の
大
阿
羅
漢
す
ら
尚
往
生
成
仏
の
望
み
を
遂
げ
ず
。

経　

舎
利
弗
＝
華
光
如
来
（
譬
喩
品
）
で
成
仏

阿
難　
　

＝
山
海
慧
自
在
通
王
佛
（
授
学
無
学
人
記
品
）
で
成
仏

判　

善
導
和
尚
の
こ
と　

自
死

経　

阿
弥
陀
経　

十
八
願　

除
五
逆
謗
法
（
五
逆
）
罪
は
不
成
仏

　
　
　
　
　
　
　

三
十
五
願　

女
人
往
生
不
可
の
願
（
女
人
は
不
成
仏
）

判　

 

念
仏
無
間
地
獄
抄　

人
王
八
十
代
後
堀
河
院
御
宇
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
選
択
集
並
び
に
印
版
を
焼
失
せ
し
め
、
法
然
が
墓
所

を
ば
掘
り
出
し
て
鴨
河
に
流
さ
れ
畢
ん
ぬ　

専
修
念
仏
停
止　

右
大
将
頼
隆
奉
は
る
、、、、
進
上
天
台
座
主
大
僧
正
御
房
政
所

　
　

同
七
月
十
三
日　

念
仏
停
止

　
　

嘉
禄
三
年　

参
議
範
輔
、、、、
武
蔵
守
殿　

専
修
念
仏
亡
国
の
事

◎
法
華
経
は
絶
対
の
法
門
（
説
教
原
稿
一
例
）

例
証　

相
対
と
絶
対　

法
華
経
は
絶
対
の
法
門

　

観
心
本
尊
抄　
　
　
　

今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
〜
三
種
の
世
間
な
り
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101 「名刺説法」とその実際（有本）

　

重
須
殿
女
房
ご
返
事　

地
獄
と
仏
界

△
善
悪
不
二　

煩
悩
即
菩
提　

娑
婆
即
寂
光
土　
　

反
対
＝
欣
求
浄
土　

厭
離
穢
土

△
蓮
華　

／
久
米
の
仙
人　

／
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ
イ
キ
ン
マ
ン
（
善
悪
不
二
）

◎
参
考　

カ
ー
ド
＝　

佛
教
と
は
／　

十
界
／
ご
本
尊
を
使
っ
て
法
話
（
原
稿
一
例
）

「
名
刺
説
法
」
と
そ
の
実
際
（
絶
え
ず
携
帯
し
て
い
る
こ
と
）

（
説
法
に
さ
ら
に
迫
力
を
つ
け
る
た
め
に
）（
話
方
に
悩
む
布
教
師
達
の
た
め
に
）

一
、
布
教
師
の
説
法
に
「
日
蓮
聖
人
の
教
え
」
が
説
か
れ
な
い
又
は
説
け
な
い

　
　

 

私
達
布
教
師
が
、
お
話
を
す
る
原
則
に
、
挨
拶
、
端
緒
、
綱
領
、
因
縁
、
結
勧
と
大
体
こ
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
進
め
て
行
く
が
こ
の

配
分
に
苦
労
す
る
。

二
、
綱
領
と
は
「
日
蓮
聖
人
が
体
得
さ
れ
た
法
華
経
の
教
え
」
で
あ
る

　
　

 

こ
の
中
で
一
番
苦
労
す
る
の
が
「
綱
領
」
で
あ
る
。
こ
の
綱
領
は
「
お
話
」
の
中
で
一
番
大
事
な
骨
格
で
あ
る
。
こ
の
骨
格
と
は
建

物
で
例
え
る
と
骨
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
し
っ
か
り
し
な
い
と
、
話
の
要
点
が
定
ま
ら
な
い
か
ら
、
何
の
話
を
し
た
い
の
か
、
何
が

目
的
な
の
か
、
極
め
て
印
象
が
薄
い
の
で
、
聴
衆
の
記
憶
に
残
ら
な
い
。
通
俗
の
佛
教
法
話
は
他
宗
の
教
師
が
常
に
し
て
い
る
。

三
、
骨
組
み
の
な
い
法
話
に
は
聴
聞
衆
の
感
動
、
感
激
が
な
い
か
ら
喜
び
が
な
い
。

　
　

 

話
に
迫
力
を
付
け
た
い
。
時
間
が
余
る
ほ
ど
中
味
が
少
な
い
。
だ
ら
だ
ら
と
話
が
ま
と
ま
ら
な
い
。
講
題
に
結
論
が
繋
が
ら
な
い
等

こ
ん
な
悩
み
を
持
つ
布
教
師
の
皆
さ
ん
の
助
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
短
く
と
も
良
い
。
法
華
経
を
信
仰
し
て
良
か
っ
た
。
よ
く

わ
か
っ
た
。
そ
ん
な
意
味
だ
っ
た
の
か
も
っ
と
聞
き
た
い
と
い
う
感
動
を
与
え
た
い
。
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以
上
、
私
の
布
教
失
敗
の
経
験
か
ら
得
た
教
訓
で
す
。
ご
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

四
、
布
教
の
骨
格
と
は
即
ち
綱
領
で
あ
る

　
　

 
綱
領
の
中
に
譬
喩
談
、
因
縁
談
を
取
り
入
れ
て
出
来
う
る
限
り
教
師
や
聴
聞
衆
に
納
得
さ
せ
、
感
動
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
蓮
聖

人
の
ご
布
教
も
又
か
く
の
ご
と
く
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
日
昭
上
人
、
土
木
常
忍
や
四
条
金
吾
、
池
上
宗
仲
等
十
分
に
納
得
さ
れ
、

ま
た
感
動
に
包
ま
れ
た
日
々
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
近
年
、
田
中
智
学
、
山
川
智
応
等
の
布
教
も
ま
た
か
く
の
如
く
あ
っ
た
と
確
信

す
る
。

五
、
何
と
ぞ
各
師
も
そ
れ
ぞ
れ
研
究
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
軽
便
で
、
重
要
な
法
門
の
布
教
に
ご
利
用
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
コ
ピ
ー
し

て
聴
聞
衆
に
渡
し
て
説
明
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
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103 「名刺説法」とその実際（有本）

◎
名
刺
説
法
（
自
分
が
携
帯
し
て
持
っ
て
い
て
も
良
し
、
檀
信
徒
に
コ
ピ
ー
し
て
予
め
渡
す
の
も
よ
し
）
の
一
例

（
表
）

（
裏
）
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105 「名刺説法」とその実際（有本）
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107 「名刺説法」とその実際（有本）

末
法
に
入
る
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